























































腹部中央(cm) 側腹部(cm) TP/Alb値(g/dl) BUN(mg/dl)
６月７日 10.5×11 19×6.5 4.9/1.8 34
６月１９日 10×9.8 17×6.5 4.8/1.9 87
７月３日 10×9.8 16.9×6 5.5/1.5 84
７月１７日 10×9 15.5×6.2 4.8/1.6 72
７月３０日 9.2×8.5 15.7×5.7 4.8/1.8 61











ら 患者の全身状態 栄養状態を考慮すると植皮、 、
までの期間は、約６０日間短縮されたと推測される。
・植皮後も順調な創サイズ縮小持続しており、明らか
に創治癒において良好な結果が得られた。
・血清アルブミン値の上昇を認めていず、栄養状態
の指標として創治癒経過と一致しなかった。
結論
・壊死性筋膜炎の創治癒遅延を来していた症例
への栄養補強およびチームでの介入について
報告 たし
・口腔外科医の口腔ケア指導、理学療法士の定期
的なリハビリと座位保持トレーニング、緩和チーム
による薬剤での譫妄鎮静と昼夜リズムの確立等、
栄養が効果的に取り入れられるようないくつかの
要因が重なる相乗効果により、創治癒促進を招い
たと考える。
